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　３月14日㈯別海町生涯学習センターにおいて成
年後見セミナーを開催しました。
　一般社団法人　後見ネット道東　菅原日出男氏（司
法書士）を講師にお招きし、終活と成年後見制度を
テーマに、制度の概要や成年後見制度が終活にどの
ようにかかわるのかを学習しました。
　参加者からは、より深く成年後見制度について知
りたいとの声も聞かれ、有意義なセミナーとなりま
した。
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「互いに助け合い安心して暮らせるまち」
●基本理念●

令和８年令和８年度 事業計事業計画令和８年度 事業計画

●ボランティアセンター運営事業
　①活動者への支援
　（活動相談、ボランティア保険加入促進）
　②情報提供と発信（ホームページ、広報誌、情報誌、
LINE公式アカウント）

　③マッチング（ボランティア依頼受付と斡旋）
●ボランティア団体活動助成事業
　ボランティア団体の組織強化と活動支援を目的に活動費
の一部を助成します。
●ボランティア指定校助成金交付事業
　町内の学校を対象にボランティア活動の実践を通じた福
祉教育の推進を目的に活動費を助成します。
●ボランティア研修会開催事業
　①クリーンウォーク2026in野付半島
　②ボランティア研修会（９月予定）
●収集ボランティア事業（プルタブ・古切手の収集）
●福祉出前講座
　地域住民を対象に福祉に関する知識を深める機会を提供
し、福祉に興味・関心を持ってもらうことを目的に実施
します。（通年）

●小地域ネットワーク活動
　①指定地区への活動費助成
　②活動への情報提供と助言
●災害援護金交付事業
●歳末見舞金交付事業
●児童生徒進学（就職）支援金交付事業
●要援護者生活支援金支給事業
●福祉団体助成事業
　福祉団体へ活動費を助成することで、団体の育成及び地
域福祉の発展を図ります。
●福祉イベント開催事業（第13回福祉まつりの開催）
　世代を問わず、誰もが参加できるイベントを開催し、福
祉・ボランティアに関する情報発信と住民同士の交流機
会の提供を行います。
●生活福祉資金貸付事業
　※北海道社会福祉協議会受託事業
●愛情銀行資金貸付事業
●総合相談窓口の開設・情報提供
●生活困窮相談窓口の開設
●権利擁護事業相談窓口の開設

●介護保険事業
　①居宅介護事業所（介護サポートセンターほほえみ）
　②居宅介護支援事業所（ケアサポートしゃきょう）
　③障害者居宅介護事業（介護サポートセンターほほえみ）
●生活支援事業（外出支援サービス事業）
　※別海町受託事業
●介護職員初任者研修（６～９月）　※別海町共催事業
●ケアハウスみどり野の管理　※別海町指定管理施設
●防災啓発活動と災害時におけるボランティア活動体制整
備
●成年後見事業
　①成年後見中核機関事業
　②成年後見実施機関事業（法人後見による利用者支援）
●日常生活自立支援事業
　※北海道社会福祉協議会受託事業

●広報事業
　①広報誌の発行（年３回）
　②ホームページの運営
　③LINE公式アカウントの運営
●福祉大会の開催（10月予定）
●各種会議の開催
●財務、運営状況の監査
●各種研修会への参加
●公費補助金の確保と規則等に基づいた適正な執行
　社会福祉事業を推進していくため、行政との連携により
安定的公費補助金の確保と適正な執行に努めます。
●社会福祉協議会会員会費の拡大促進
　本会が行う事業が、地域住民に一層の理解と協力を得ら
れるよう取り組み、社会福祉協議会会員会費の拡大促進
を図ります。
●第８期地域福祉実践計画策定事業（令和９年度から令和
11年度まで３か年計画）
　地域福祉の推進及び課題の解決に向けた本会の活動指針
として、前期計画の継承と発展を図りながら、各関係計
画と連携を図り、新たな地域福祉づくりに向けた活動計
画として策定します。

　令和８年度は、第７期地域福祉実践計画が最終年度となることを念頭に置き、既存事業に取り組みつつ、新実践
計画の策定に向けて住民ニーズの把握に努めてまいります。

○基本目標１　地域を支える人づくり ○基本目標２　地域で支え合う絆づくり

○基本目標３　安心して暮らせるまちづくり ○基本目標４　地域に求められる組織づくり



令和７年12月９日～令和８年３月26日

●香典返しにかえて
渡　部　健　一　様（別　　　海）　加　納　智　弥　様（尾岱沼潮見町）　佐　藤　弘　一　様（上　春　別）
佐　藤　　　巌　様（走　古　丹）　小　江　輝　美　様（中　西　別）　寺　澤　昭　一　様（中　春　別）
木　村　　　忍　様（床　　　丹）　庄　司　　　豊　様（西春別駅前西町）　村　山　哲　唯　様（床　　　丹）
小　野　謙　治　様（別　　　海）　守　山　美　樹　様（西春別駅前錦町）　高　橋　良　子　様（中標津町西町）
森　井　和　枝　様（西　春　別）　阪　口　尚　之　様（中春別南町）　上　村　成　人　様（西春別駅前西町）
横　堀　征　子　様（西春別駅前西町）　田　中　弘　子　様（西春別駅前柏町）　山　本　明　美　様（別海新栄町）
佐　藤　貴　志　様（中　春　別）　齊　藤　　　博　様（尾岱沼南町）　浅　野　美惠子　様（上　春　別）
大　鷹　芙久子　様（別海宮舞町）　小　栗　一　夫　様（別 海 緑 町）　吉　田　邦　弘　様（別　　　海）
米　谷　　　聰　様（別海川上町）　河　本　賢　二　様（上　春　別）　井　関　光　枝　様（西春別駅前栄町）
島　影　和　夫　様（中春別東町）
●その他
上西春別中学校クラス会　様（西 春 別 駅 前）　ヤマギシズム生活別海実顕地　様（奥　　　　　行）
本　別　連　合　婦　人　会　様（本　　　　　別）　㈱　　ア　　シ　　ス　　ト　様（別　　　　　海）
西 春 別 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ　様（西春別宮園町）　西 春 別 地 区 子 供 育 成 会　様（西春別宮園町）

人件費支出
141,904事業費支出

　48,688

事務費支出
　33,992

貸付事業支出 1,015
障害福祉サービス等
事業収入 2,986

受取利息配当金収入 8
その他の収入 18

積立資産取崩収入
5,343

共同募金配分金事業費 485

積立資産支出 4,051
予備費支出 1,184
当期末支払資金残高
8,026

会費収入 3,390
前期末支払資金残高 10,354

寄付金収入 2,500

受託金収入 15,479

貸付事業収入 1,015
事業収入 3,186

介護保険
　事業収入
　47,185

老人福祉
　事業収入
　91,584

経常経費
　補助金収入
　　58,600

●収入の部 ●支出の部

収入合計
241,648

支出合計
241,648

助成金支出 2,183

固定資産取得支出 120（単位：千円）
令和８年令和８年度 予　算予　算令和８年度 予　算
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　みなさまからお寄せいただいた社協会費3,106,100円は、
地域福祉活動の事業運営などの財源として大切に活用させて
いただきました。

■内訳 （令和８年３月31日現在）

賛助会員一覧

会員の種別

一 般 会 員

賛 助 会 員

世帯数（数）

3,085世帯

14企業（右記）

合　計（円）

2,816,100

290,000

　社協の活動は住民が主体となり、参加、協力を得て地域の福祉ニーズに対応し、住民の福祉を増進することを
目的としています。
　別海町に住む皆様に会費のご協力をいただくことで、社協は地域福祉に関する事業を行うことができています。
これからも会員会費制へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

社協会員って？

・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様

・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様
・　　　　　　　　　　　　様

別海町内農協連絡協議会
別 海 漁 業 協 同 組 合
野 付 漁 業 協 同 組 合 
大地みらい信用金庫別海支店
雪印メグミルク㈱別海工場
森永乳業㈱別海工場
㈾ 佐 藤 商 店

別 海 町 森 林 組 合
雪印種苗㈱別海営業所
㈲ 菅 野 整 備 工 場
㈱ オ ー レ ン ス
ア ル フ ァ 商 事 ㈲
㈱ 小 泉 機 械 店
北海道エネルギー㈱別海給油所
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べつかい安心サポートセンターだより

　令和８年度より入職しました、

三木克稔です。
　これから別海町の町民の皆さ
まのためにお役に立てるように
努力してまいりますので、よろ
しくお願いします。

　４月から別海町社会福祉協議会に２名の職員が入職
しました。これからよろしくお願いします。

　この度、別海町社会福祉協議会に

入職しました木戸口桐也です。主に
法人運営を担当します。
　別海町のみなさんが安心して暮ら
せるよう日々がんばっていきたいと
思っていますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

きどぐちとうやみきかつとし

あなたやあなたの家族、知り合いにこのようなことで
困っていたり、心配している人はいませんか？
●お金のやりくりがうまくできない
●通帳や、大事な書類をよく紛失してしまう
●高価な物をよくわからないうちに買わされてしまう
●福祉サービスや入院・施設入所などの手続きを行えない
●障がいのある子どもの将来が不安　など

　べつかい安心サポートセンターでは以下のような支援を行い、誰もが安心して暮らしていけるようサポ
ートします。

●成年後見制度等に関する相談支援、成年後見制度利用支援、法人後見の実施
　（法人後見人の受任）
成年後見制度は、認知症・知的障がい・精神障がい等により判断能力が十分でない方の、契約行為
や手続きを後見人がお手伝いし、大切なお金や権利を守る制度です。
制度を利用するには、家庭裁判所への申立てが必要になります。

●日常生活自立支援事業の実施
日常生活自立支援事業は、在宅生活の方を対象に、福祉サービスの利用手続きや生活費の管理をお
手伝いする事業です。
利用には、社会福祉協議会と利用を希望されるご本人との契約が必要です。

　成年後見制度や日常生活自立支援事業のこと、また、困りごと・心配ごとがある方は、べつかい安心サ
ポートセンター（社協）までお気軽にご相談ください。
　また、ホームページにパンフレットを掲載していますので、そちらもご覧ください。
※「制度・事業について詳しく教えてほしい」「制度の利用を考えている」方は、来所される前に電話で予
約してください。

したしししましまめままじめじははじトをウンンンカウウアカアアアアNE公式アカウントをを公式式E公式アカウントをはじめましたた式ア式式アLL じじじ公式アカカ はじめじじををE公式アカウントをはじめましたたNE公式アカウ式公式アカウントをはじめ たたたたたししししままままままじめめじめじめじめじめめじじをははをはををはをはををははトトンンンンンンンLINE公式アカウII 公公式式式式 カカウウILIN 公NE公N 式公式ア式公 カアカアア ウウンンンLINE公式アカウントをはじめました
　別海町社会福祉協議会では、情報発信の強化に向け、これまでの広報誌やホームページに加え
て、LINE公式アカウントの運用を開始しました。
　スマートフォン等で気軽に情報を受け取れ、地域福祉を身近に感じていただき、福祉に関する
情報やお知らせをリアルタイムでスピーディーにお届けします!
　　　　　　　　　　　　　　　　 ID検索で登録→　＠b-shakyo　二次元コードで簡単登録→


